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こ
の
運
動
は
、
犯
罪
や
非
行

の
防
止
と
罪
を
犯
し
た
人
た
ち

の
更
生
に
つ
い
て
理
解
を
深

め
、
そ
れ
ぞ
れ
の
立
場
で
力
を

合
わ
せ
、
犯
罪
や
非
行
の
な
い

明
る
い
社
会
を
築
こ
う
と
す
る

全
国
的
な
運
動
で
す
。

▽
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
運
動
　
７
月

　
１
日
（木）
、
午
前
７
時
か
ら
関

　
係
者
の
協
力
で
、
市
内
の
各

　
駅
（
東
秋
留
、
秋
川
、
武
蔵

　
増
戸
、
武
蔵
五
日
市
）
で
キ

　
ャ
ン
ペ
ー
ン
運
動
を
行
い
ま

　
す
。

▽
問
合
せ
　
生
活
福
祉
課
庶
務

　
計
画
係
（
直
通
５
５
８
・
１

　
９
２
７
）

　
青
少
年
の
非
行
・
被
害
防
止

の
た
め
、
家
庭
を
は
じ
め
学
校
、

職
場
、
地
域
が
一
体
と
な
っ
て
、

厳
し
い
目
で
心
の
こ
も
っ
た
温

か
い
指
導
を
心
が
け
ま
し
ょ
う
。

▽
問
合
せ
　
生
涯
学
習
推
進
課

　
生
涯
学
習
係

　
市
で
は
、
「
あ
き
る
野
市
防

災
会
議
」
で
策
定
し
た
地
域
防

災
計
画
を
基
本
に
、
市
の
総
合

的
な
災
害
対
策
を
進
め
て
い
ま

す
。
市
民
と
協
働
の
ま
ち
づ
く

り
を
進
め
る
中
で
市
内
７
つ
の

地
域
で
「
防
災
・
安
心
地
域
委

員
会
」
が
発
足
し
、
市
民
の
災

害
に
対
す
る
意
識
が
更
に
高
ま

っ
た
こ
と
や
、
平
成
19
年
に
修

正
さ
れ
た
東
京
都
地
域
防
災
計

画
と
の
整
合
性
を
図
り
、
防
災

対
策
の
状
況
変
化
、
近
年
の
災

害
教
訓
を
踏
ま
え
た
内
容
に
す

る
た
め
、
計
画
の
見
直
し
が
必

要
に
な
っ
た
も
の
で
す
。

　
こ
の
計
画
（
案
）
に
つ
い
て
、

多
く
の
皆
さ
ん
の
ご
意
見
を
参

考
と
し
て
計
画
に
反
映
さ
せ
る

た
め
、
ご
意
見
を
募
集
し
ま
す
。

▽
閲
覧
場
所
　
情
報
公
開
コ
ー

　
ナ
ー
（
市
役
所
４
階
）
、
地

　
域
防
災
課
、
五
日
市
出
張
所
、

　
中
央
公
民
館
、
市
内
各
図
書

　
館

※
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
も
掲
載

　
し
て
い
ま
す
。

▽
意
見
の
提
出
方
法
な
ど

　●

提
出
方
法
…
７
月
15
日
（木）
ま

　
で
に
、
Ａ
４
用
紙
な
ど
に
ご

　
意
見
と
住
所
、
氏
名
、
電
話

　
番
号
を
記
入
し
、
送
付
し
て

　
く
だ
さ
い
（
直
接
提
出
、
Ｆ

　
Ａ
Ｘ
、
電
子
メ
ー
ル
で
も
受

　
け
付
け
ま
す
）
。

※
電
話
で
の
ご
意
見
は
、
受
付

　
し
ま
せ
ん
。

　●

そ
の
他
…
提
出
さ
れ
た
ご
意

　
見
は
、
個
人
を
特
定
で
き
な

　
い
よ
う
に
編
集
し
、
概
要
な

　
ど
を
公
表
し
ま
す
。

▽
提
出
・
問
合
せ
　
地
域
防
災

　
課
防
災
安
全
係
（
　k

o
h
o

　0
1
@
c
ity
.a
k
iru
n
o
.to

　k
y
o.jp

）

　
「
後
期
高
齢
者
医
療
被
保
険

者
証
」
と
、
70
歳
以
上
の
方
が

対
象
の
「
国
民
健
康
保
険
高
齢

受
給
者
証
」
を
７
月
中
旬
か
ら

下
旬
に
お
送
り
し
ま
す
。

　
そ
の
年
の
市
・
都
民
税
の
課

税
所
得
に
よ
っ
て
、
医
療
機
関

な
ど
で
支
払
う
負
担
割
合
の
見

直
し
を
行
い
ま
す
。

▽
負
担
割
合
が
３
割
の
方
へ

　●

市
・
都
民
税
の
課
税
所
得
が

　
１
４
５
万
円
以
上
の
方
（
同

　
じ
世
帯
で
同
じ
保
険
に
加
入

　
し
て
い
る
方
が
３
割
の
場
合
、

　
所
得
に
か
か
わ
ら
ず
３
割
負

　
担
と
な
り
ま
す
。
）

　●

負
担
割
合
が
３
割
と
判
定
さ

　
れ
た
方
で
も
、
同
一
世
帯
の

　
70
歳
以
上
の
方
の
収
入
合
計

　
が
次
の
場
合
、
申
請
に
よ
り

　
負
担
割
合
が
１
割
と
な
る
場

　
合
が
あ
り
ま
す
。

＊
１
人
の
場
合
…
３
８
３
万
円

　
未
満

＊
２
人
以
上
の
場
合
…
５
２
０

　
万
円
未
満
（
国
民
健
康
保
険

　
高
齢
受
給
者
証
の
方
は
、
例

　
外
も
あ
り
ま
す
。
）

　市内循環バス「るのバス」
は、６月１日から「秋川３丁目」
停留所を設置し、停車を開始し
ました。新しい停留所の場所は
「日の出福祉園前」と「秋川キ
ララホール入口」の間です。
○問合せ　地域防災課地域振興
　係

　現在、６月定例会の本会議の
模様を配信中です。あきる野市
ホームページ（http://www.�
city.akiruno.tokyo.jp/）の「あ
きる野市議会」から「本会議録
画中継」を検索してご覧くださ
い。
○問合せ　議会事務局　

　
入
院
し
た
と
き
の
医
療
費
の

負
担
が
、
自
己
負
担
限
度
額
ま

で
と
な
る
「
限
度
額
適
用
認
定

証
」
や
、
食
事
代
の
負
担
が
減

額
さ
れ
る
各
種
認
定
証
が
あ
り
、

申
請
手
続
き
が
必
要
で
す
。

※
70
歳
以
上
の
方
は
、
住
民
税

　
非
課
税
世
帯
の
み
対
象

　●

国
民
健
康
保
険
の
方
…
各
種

　
認
定
証
を
お
持
ち
の
方
に
は
、

　
申
請
書
を
７
月
上
旬
に
送
付

　
し
ま
す
の
で
、
引
き
続
き
必

　
要
な
方
は
、
更
新
手
続
き
を

　
し
て
く
だ
さ
い
。

※
保
険
税
が
未
納
の
方
に
は
交

　
付
で
き
ま
せ
ん
。

　●

後
期
高
齢
者
医
療
の
方
…

　
「
後
期
高
齢
者
医
療
限
度
額

　
適
用
・
標
準
負
担
額
認
定

　
証
」
を
お
持
ち
の
方
で
、
引

　
き
続
き
対
象
と
な
る
方
は
、

　
７
月
下
旬
に
送
付
し
ま
す
。

▽
手
続
き
に
必
要
な
も
の
　
健

　
康
保
険
証
、
は
ん
こ
、
認
定

　
証
（
現
在
認
定
証
を
お
持
ち

　
の
方
）
、
国
保
の
方
は
送
付

　
し
た
申
請
書

▽
申
請
場
所
　
保
険
年
金
課
、

　
五
日
市
出
張
所
（
五
日
市
出

　
張
所
は
後
日
郵
送
と
な
り
ま

　
す
。
）

　
国
民
健
康
保
険
と
後
期
高
齢

者
医
療
制
度
に
加
入
さ
れ
て
い

る
被
保
険
者
が
死
亡
し
た
と
き

は
、
申
請
に
よ
り
５
万
円
（
平

成
22
年
３
月
以
前
の
死
亡
の
場

合
は
３
万
円
）
の
葬
祭
費
を
助

成
し
ま
す
。
被
保
険
者
証
の
返

還
時
に
手
続
き
し
て
く
だ
さ
い
。

▽
問
合
せ
　

　●

国
民
健
康
保
険
に
つ
い
て
…

　
保
険
年
金
課
国
保
係

　●

後
期
高
齢
者
医
療
制
度
に
つ

　
い
て
…
保
険
年
金
課
後
期
高

　
齢
者
医
療
係

　
７
月
中
旬
に
、
平
成
22
年
度

の
後
期
高
齢
者
医
療
保
険
料
額

決
定
通
知
書
・
納
入
通
知
書
を

お
送
り
し
ま
す
。

　
保
険
料
の
料
率
は
、
２
年
間

の
医
療
給
付
費
を
推
計
し
て
見

直
し
が
行
わ
れ
ま
す
。
東
京
都

後
期
高
齢
者
医
療
広
域
連
合
で

は
、
平
成
22
、
23
年
度
の
所
得

割
の
率
を
７
・
18
　
（
旧
６
・

56
　
）
に
決
定
し
ま
し
た
。
均

等
割
額
（
１
人
当
た
り
３
万
７

８
０
０
円
）
や
年
間
保
険
料
上

限
額
（
50
万
円
）
は
、
昨
年
と

同
じ
で
す
。

▽
問
合
せ
　
保
険
年
金
課
後
期

　
高
齢
者
医
療
係

　
65
歳
以
上
の
方
（
第
１
号
被

保
険
者
）
に
、
介
護
保
険
料
額

決
定
通
知
書
（
納
入
通
知
書
）

を
７
月
上
旬
に
送
付
し
ま
す
。

▽
介
護
保
険
料
　
保
険
料
は
、

　
平
成
21
年
度
か
ら
23
年
度
ま

で
の
介
護
サ
ー
ビ
ス
に
か
か
る

費
用
な
ど
の
見
込
み
か
ら
計
算

さ
れ
る
「
基
準
額
」
を
も
と
に
、

住
民
税
の
課
税
状
況
な
ど
に
応

じ
て
、
第
１
段
階
か
ら
第
10
段

階
ま
で
に
区
分
さ
れ
ま
す
。
納

付
方
法
は
、
年
金
受
給
の
有
無

な
ど
に
よ
り
異
な
り
ま
す
。

▽
介
護
保
険
料
の
納
め
方

　●

年
金
か
ら
天
引
き
の
方
（
特

　
別
徴
収
）
…
は
が
き
で
お
知

　
ら
せ
し
ま
す
。

＊
対
象
…
年
額
18
万
円
以
上
の

　
年
金
を
受
給
し
て
い
る
方

＊
天
引
き
月
…
偶
数
月
（
年
金

　
支
給
月
）
ご
と
に
天
引
き
し

　
ま
す
。

　●

介
護
保
険
料
納
入
通
知
書

　
（
納
付
書
）
で
納
め
る
方

　
（
普
通
徴
収
）
…
納
付
書
を

　
送
付
し
ま
す
。

＊
対
象
…
年
金
を
受
給
し
て
い

　
な
い
方
と
年
金
の
受
給
額
が

　
年
額
18
万
円
未
満
の
方

＊
納
め
方
…
７
月
か
ら
平
成

　
23
年
２
月
ま
で
の
各
納
期
限

　
（
年
８
回
）
に
金
融
機
関
な

　
ど
で
お
支
払
い
く
だ
さ
い
。

※
金
融
機
関
で
介
護
保
険
料
の

　
口
座
振
替
手
続
き
を
し
て
い

　
る
方
は
、
各
納
期
の
末
日
に

　
口
座
振
替
し
ま
す
。

　●

納
付
書
で
の
納
付
と
年
金
天

　
引
き
の
両
方
で
納
め
る
方
…

　
納
付
書
を
送
付
し
ま
す
。

＊
対
象
…
昨
年
度
途
中
で
65
歳

　
に
な
っ
た
方
や
転
入
さ
れ
た

　
方
な
ど
で
、
７
月
か
ら
９
月

　
ま
で
は
納
付
書
で
納
め
、
10

　
月
以
降
は
年
金
か
ら
の
天
引

　
き
と
な
る
方

▽
便
利
な
口
座
振
替
を
ご
利
用

　
く
だ
さ
い
　
納
め
忘
れ
の
な

　
い
よ
う
に
、
納
入
通
知
書
で

　
納
付
の
方
は
、
口
座
振
替
に

　
よ
る
納
付
を
お
勧
め
し
ま
す
。

　
希
望
す
る
方
は
、
納
付
書
、

　
通
帳
と
届
出
印
を
お
持
ち
の

　
上
、
市
内
の
金
融
機
関
（
郵

　
便
局
含
む
）
の
窓
口
で
申
し

　
込
ん
で
く
だ
さ
い
。

▽
問
合
せ
　
高
齢
者
支
援
課
介

　
護
保
険
係
（
直
通
５
５
８
・

　
１
９
６
９
）

後
期
高
齢
者
医
療

保
険
料
額
決
定
通
知
書
・

納
入
通
知
書
を
送
り
ま
す

介
護
保
険
料
額
決
定

　
通
知
書
を
送
り
ま
す

葬
祭
費
を
助
成
し
ま
す

入
院
時
の

　
　
各
種
認
定
証
の
交
付

あ
き
る
野
市
地
域
防
災
計
画（
案
）に

　
　
　
対
す
る
意
見
を
募
集
し
ま
す

７
月
は

社
会
を
明
る
く
す
る

運
動
強
調
月
間
で
す

〜
犯
罪
や
非
行
を
防
止
し
、

　
立
ち
直
り
を
支
え
る

　
　
　
　
地
域
の
チ
カ
ラ
〜

７
月
は

青
少
年
の
非
行
・
被
害

防
止
全
国
強
調
月
間
で
す

　
鉢
植
え
の
ブ
ル
ー
ベ
リ
ー
を

枯
ら
し
て
し
ま
っ
て
は
か
わ
い

そ
う
と
庭
先
に
植
え
た
の
が
、

い
つ
の
間
に
か
大
き
く
な
り
、

紫
の
実
を
つ
け
て
い
ま
し
た
。

「
こ
の
実
は
目
の
栄
養
に
な
る

ん
だ
よ
」
と
お
ば
あ
ち
ゃ
ん
は

孫
に
一
粒
取
っ
て
や
る
と
、
そ

の
甘
酸
っ
ぱ
い
味
に
孫
は
目
を

丸
く
し
て
い
ま
し
た
。
旬
の
美

味
し
さ
と
言
え
ば
、
名
物
の
ト

ウ
モ
ロ
コ
シ
が
最
盛
期
に
な
っ

て
い
ま
す
。
孫
は
ご
飯
を
食
べ

る
よ
り
ト
ウ
モ
ロ
コ
シ
に
夢
中

で
す
。
「
幼
稚
園
か
ら
帰
っ
て

き
た
ら
い
つ
で
も
食
べ
ら
れ
る

よ
う
に
し
て
お
く
か
ら
ね
」
と

言
う
と
、「
お
ば
あ
ち
ゃ
ん
、
あ

り
が
と
う
」
、
ち
ゃ
ん
と
受
け

答
え
が
で
き
る
よ
う
に
な
り
、

そ
の
成
長
ぶ
り
に
も
驚
か
さ
れ

る
の
で
す
。
こ
れ
か
ら
は
ど
ち

ら
の
食
卓
に
も
夏
の
野
菜
が
勢

揃
い
す
る
で
し
ょ
う
。
キ
ュ
ウ

リ
、
ナ
ス
、
ピ
ー
マ
ン
、
シ
ョ

ウ
ガ
な
ど
地
元
で
採
れ
る
新
鮮

な
野
菜
を
た
く
さ
ん
食
べ
て
夏

を
乗
り
切
り
ま
し
ょ
う
。

　
７
月
は
お
盆
月
で
す
。
お
寺

さ
ん
か
ら
は
先
祖
供
養
の
施
餓

鬼
会
の
通
知
が
あ
り
ま
し
た
。

墓
参
り
で
は
久
し
ぶ
り
に
顔
を

合
わ
す
人
が
多
く
な
り
ま
す
。

我
が
家
の
お
盆
様
は
畑
で
採
れ

た
ナ
ス
や
キ
ュ
ウ
リ
で
馬
を
作

り
、
仏
壇
に
お
供
え
す
る
習
わ

し
に
な
っ
て
い
ま
す
。
盆
の
入

り
の
夕
方
に
迎
え
火
を
焚
き
、

門
の
入
口
で
ご
先
祖
様
を
迎
え

て
家
の
中
に
入
れ
ま
す
。
こ
の

日
の
夕
餉
の
時
か
ら
お
盆
の
３

日
間
は
、
ご
先
祖
様
の
思
い
出

と
と
も
に
静
か
な
日
を
過
ご
す

こ
と
が
で
き
ま
す
。
私
た
ち
は

一
人
で
生
き
て
い
る
わ
け
で
は

な
い
、
祖
先
か
ら
の
継
続
性
の

中
で
私
た
ち
が
居
る
こ
と
を
実

感
し
ま
す
。
私
た
ち
が
暮
ら
し

て
い
る
地
域
社
会
も
慣
習
や
伝

統
を
大
切
に
守
り
な
が
ら
連
続

し
て
今
日
が
あ
る
と
思
う
の
で

す
。

計
画（
案
）の
閲
覧
場
所
と

　
　
ご
意
見
の
提
出
方
法

パ
ー
セ
ン
ト

パ
ー
セ
ン
ト

お

い
ぞ
ろ

せ
　
が

き

た

ゆ
う
げ


